


















研究目的については、 UNISIST(United Nations Information System in Science and 
Technology :国連科学技術情報システム)の変換言語として、 1973 年~78 年に開発された BSO
(Broad System of Ordering :簡略排卵j体系)が、第二次世界大戦後における図書館分類法の研究




プロジェクトはLA(Library Association英国図書館協会)の仲立ちにより、 NATO(NorthAtlantic 
τ'reaty Organization :北大西洋条約機構)の科学諮問委員会の資金援助を受けて、 1963年に開始さ
れた。 2人の CRG会員が研究助手として専任で研究開発にあたった。しかし、 4年を経過しでも新
一般分類表は完成することなく、資金が尽きた 1968年にプロジェクトは立ち消えとなった。報告書
は1969年にLAより出版され、研究助手の 1人であるオースチンは、研究の副産物としてPRECIS
(PREserved Context lndex System) を考案した。 PRECIS は 1971 年~90 年に BNB (British 




米国の BC(Bliss Bibliographic Classification :ブリス書誌分類表)の全面改訂をめざし、英国に
BCA (Bliss Classification Association :ブリス分類法協会)を設立した。改訂作業は 1969年に開









UNESCO (United Nations Educational， Scienti直cand Cultural Organizationユネスコ)と FID







• The B80 and BC2 do in many respects reflect the work of CRG. (D.J. Foskett， 1979) 
• B80 has been very influential in the development of BC2. (J. Mills， 2004) 
• Coates [an original member of CRG] has also played a major part in constructing and 
testing the Broad System of Ordering， a high level classification system. (B.C. Vickery， 
2004) 








先行研究については、著者自身が編纂した英文書誌 (BSO-Broad System of Ordering: an 












類表になったかを述べる。次に BSOにおける (1)主綴の選定と)1頂序、 (2)語数の収録基準、 (3)








1971 年~90 年に BNB の主題索引に採用された。
この筒、創立会員の 1人であるミルズは 1967年に BCA協会を設立した。 BCの改訂作業は 1969







NATOの資金援助による CRG新一般分類表は完成しなかった。 1969年に LAより出版された報
告書 (A4*IJ 130頁)は2音防、らなる。第 1部は 1963年6月にロンドンで開催された参加者23人
の小規模国際会議の会議録 (B5判 47頁のパンフレット)の再録 (A4判 17頁)である。第2昔日が
2人の研究助手による研究結果 (A4判 107頁)である。第1部は 1950年代からの討議の継承・発
展であるが，第 2部は不明瞭な点が多いとの評価である。この章ではロンドン会議に提出されたコ
ーツ論文 fCRG proposals for a new general classificationJと会議の声明文 fFinalstatementJ、
そして fCRG BulletinJとして公表された多量の議事録 (minutes)の内容を分析して、新一般分
類表の概要を明らかにした。
第 6章 fCRG分類表と BSO分類表の比較対照」
BSO分類表と前章で明らかになった CRG分類表の概要について両者の比較対照を行った。比較
対照は、 (1)分類の対象、 (2)目的、 (3)規模、 (4)方式、 (5)主類の選定、 (6)主類の順序、 (7)
前鷺クラスの有無、 (8)生産物の扱い、 (9)語禁の収録基準、 (10)区分原理、 (11)関係の種類、 (12)















(2) 1970年代に UNESCOとFIDがUNISISTの変換言語として開発した BSOが、 CRGの新一
般分類表ではないかとの仮説に立ち、 CRG分類表と BSO分類表の概要を 14項目について比
較対照することにより、仮説の妥当性を論証した。
(3)仮説の妥当性が論証されたことにより、 CRGという 20世紀最高峰の分類法研究グループがも
たらした理論的成果と実践の潜を埋めることか守できた。
論文審査の結果の蓑旨
以上のように、本論文は悉皆的に原資料を渉猟し、丹念に読み解き、その作業の中から BSOもま
た fCRGの新一般分類表開発活動の流れをくむものJとの問題提起を行い、その帰結である仮説の
論証を厳密に進めている。求められる論述対象に対する実証性の高さ、論考の綴密性、考察結果の独
創性等において、優れた論文と評価することができる。その研究成果は分類法研究において必読参照
文献となると共に、今後の研究および開発に資する具体的、かつ有効な成果を提示し得た。
よって、本論文の著者は博士(創造都市)の学位を受ける資格を有するものと認める。
